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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

· 11／3　スタッフ写真撮影の際、残り番は瀧澤（デイナイト）・月舘（デイ）となります。当日中に残り番の方も写真撮影をします。尚、祝賀会をグランドホテルで行います。ナイトケア・デイナイトＢ勤のスタッフ以外は出席となります。

· 10月17日、15時より、中村瞳様（20歳・統合失調症・現在、東病棟入院中）がデイケア見学予定となっています。

＜外来情報提供＞

· 溝越　キク様～9日・10日と就床前薬を服用していないと話されている。服薬の必要性について

説明受けています。

· 杉澤　恵子様～お父様と受診。経済的理由にて、通所回数を減らしたいとの希望あり。デイケア利

用が週3回から2回となっています。

· 村井　節子様～血液検査にて中性脂肪・コレステロールが高値の為、運動・栄養バランスのよい食

事・減量を促されています。

· 加藤　大介様～就労を希望。服薬の都合上、日中に休める仕事を探すよう助言受けていました。

· 神山　和典様～今週から幸房に通所しているが疲れると話されています。

· 戸賀沢　潔様～パチンコをしないよう（見に行く事も）助言受けています。

· 長瀬紘一郎様～状態安定しており、徐々にコントミンを減薬すると説明受けています。

· 前野　義勝様～前回受診時、臨時薬として下剤処方されている。今回本人希望により、定期薬とし

て下剤処方となっています。　　　　　　　

＜利用者様情報＞

· 赤坂　順市様～障害年金の等級について、現在は1級（月約83000円給付）であるが、12月から
　　　　　　　2級（月約66000円給付）に変更するとの通知があったと本日、スタッフに話され
　　　　　　　ています。障害手帳は来年2月末まで有効であり本人の重度医療も適応されますが、
　　　　　　　年金降級に伴い手帳も2級となる可能性が高く、医療費の自己負担が発生すること
　　　　　　　が予想される為、明日本人とデイ・青明舎スタッフが生活状況等確認の為、面談し
　　　　　　　ます。

· 中村　与一郎様～起床時刻に起きる事ができず、スタッフがそのことを指摘すると「少しフラフラ

するから」と話されています。就労プログラムへの参加がストレスになっていることも考えられるため、負担にならないように面談等を通じて本人様の話を聞く等していきます。

· 佐藤　朗子様～本日、外来受診にて就労希望あり主治医からデイスタッフと相談するようにとの指　　　

示あり面談しています。

　　　◇就労希望の理由～現在27歳であり、求人の年齢制限などを考えると29歳までには就労したい。以前より起床時間も早くなり、他者との交流もある、プログラムにも集中できている、と自己評価を話す。

◇スタッフの対応～現在、就労前準備段階プログラムに参加しているが体力や対人上のストレス対処の面からまだ職親や就労を考えられる段階ではない事を説明する｡本人にはいずれは職親などを利用できると思うが焦らないよう助言すると「すぐに働けなくてもいい。」と話され、当面は体力作りなどを目標としてデイケアへ通い続けることで本人も納得している。

　　　◇問題点～今までも就労の為に、減量や体力づくり、家事の手伝い等を目標にしてきたが、自己評価が高く「出来ている」と話すなど、現実検討能力に乏しい面があった。

　　　◇問題点への対応～本人が自分の問題点等について客観的に評価・検討できるようアプローチするとともに、現実検討能力向上のための情報提供・助言を行う。その一方で、本人が悩みなどを抱え込まないよう受容する役割のスタッフを決め、うまくストレスに対処できるようアドバイスする。

＜添付資料＞

· 青山荘定例職員会議

· 大久保康弘様～図書館に行く機会が増えたためか、読んだ本について詩を作り、毎週月曜日に職員
　　　　　　　に持ってくる。理由については不明だが、就床時間などにも問題はないため、見守
　　　　　　　っていく。祝日は料理作りの行事に参加し、テキパキと動いていた。

· 田名部一樹様～バスを利用し、デイケアへ通う練習をしている。市街での乗り継ぎなど特に問題な
　　　　　　　い。本人「疲れるね」と話すが、退所後の生活に備え、今後も練習を続ける。

· 村田　昭一様～今月10日に退所し、グループホームへ。兄が手伝いに来ており、引越しは特に問題
　　　　　　　なく終了。血圧については毎日測定し、明日の外来受診で主治医に報告する予定。

· 田澤　勝敏様～排便コントロールが困難なことについて、現在も下剤にて調整中。訴えは以前より
　　　　　　　減ってきている。法人の秋祭りや祝日の青山荘での行事に参加し、休日も部屋に閉
　　　　　　　じこもることなく過ごしている。

· 中居　松男様～青山荘にて、テレビのチャンネルのことで平様と口論になり、「もう絶交だ」と話す
　　　　　　　ことがあったが、その後は特にトラブルもなく平様ともにこやかに接している。休
　　　　　　　日、八食センターに行く際に職員が同行。出発予定の1時間前にはスーツを着て玄
　　　　　　　関で靴を履き待っていた。昼食時、本人は寿司屋を希望。混んでいたため別の店を
　　　　　　　勧めるが納得せず、40分並んで店に入る。お茶の入れ方や醤油注しの使い方などが
　　　　　　　分からず、その都度職員から助言する。その後、フリーマーケットへ行き、スキー
　　　　　　　靴を購入。本人「冬、雪かきする時に使う」とのこと。

· 袴田　淑子様～以前に比べて朝食を食べるようになったものの、間食（菓子類）が減らず、また運
　　　　　　　動量も少ないため、健康管理について注意していく。服薬状況は問題ない。現在、
　　　　　　　集団プログラムには参加していないが、「ガスの元栓の締め方を覚えたい」「○○に
　　　　　　　行ってみたい」と話すことがあるため、本人の希望に沿いながら支援を続けていく。

· 関　秀治　様～食生活について「以前に比べてあまり食べられなくなった」と話すことがある。体
　　　　　　　調については特に訴えはないが、頭痛などは時々あるとのこと。また、目のかゆみ
　　　　　　　については市販薬等を利用し、改善されたとのこと。職能評価を受けるため、青山
　　　　　　　荘・青明舎職員同行のもと今週ハローワークへ行き、障害者登録を行う。

· 関口　禅　様～肩の痛みについて「前よりひどくなった。寒くなり、動かなくなった」と話すため、
　　　　　　　時間を見つけて動かすよう助言する。

· 平　康子　様～食事について、メニュー・経費をこまめに記録するようになり、以前に比べて食費
　　　　　　　を抑えられるようになった。メニューについても少しずつ改善されてきているが、
　　　　　　　魚・肉などが少ないため今後もメニューのバリエーションを増やしていけるよう助
　　　　　　　言・面談する。10／12の朝、「腹が痛いのでデイケアを休みたい」と話してくるこ
　　　　　　　とがあるが、以降は訴えない。

· 番沢　政勝様～先週末、母から電話があり、外出する。最近、職員への話し掛けが多い（内容は服
　　　　　　　のことなど）。以前に比べて表情は明るくなったが、体調について「腎臓が悪いから」
　　　　　　　等の発言多い。気分の変動が激しく、今後も注意して見ていく。

· 巴　勇樹　様～自宅での外泊練習を行っているが、生活リズムの乱れもなく順調に行っている。母
　　　　　　　は「体重が増えてきたのが気になる」とのこと。また、本人の就労について焦りが
　　　　　　　あるようで、「青山荘退所後に、就労のことで支援してくれるところはあるのか」と
　　　　　　　聞いてくるため、就労に関しては焦らず、デイケアや青明舎等が支援しながら少し
　　　　　　　ずつステップアップしましょうと伝える。

· 清水　泰雅様～入浴について面談し、「毎週月・金曜の19時から行う」と目標を立てるが、予定通
　　　　　　　りに行うことが出来ない。デイケアへの遅刻も改善できていない。就床時間は23：
　　　　　　　30を過ぎることもあるため、23：00までには寝ることを目標とし、徐々に早く寝
　　　　　　　られるよう支援する。

